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こ
ん
な
議
案
を
審
議
し
ま
し
た

そ
こ
が
聞
き
た
い
一
般
質
問

委
員
会
の
う
ご
き

そ
の
他

賛成
です

　
私
は
、
遺
族
の
一
人
で
あ
り
絶
対
戦
争
は
繰
り
返
し
て
ほ
し
く
な

い
と
思
っ
て
い
る
が
、
こ
の
安
全
保
障
関
連
法
案
に
よ
っ
て
、
戦
争

に
な
る
可
能
性
は
十
分
あ
る
と
思
う
。
現
在
、
世
論
の
８
割
が
こ

の
法
案
に
反
対
し
て
お
り
、
無
理
に
こ
の
法
案
を
通
せ
ば
必
ず
反
動
が
あ
る

と
思
う
。
自
民
党
に
自
重
を
求
め
る
た
め
に
も
本
陳
情
に
賛
成
す
る
。
　

（
島
田
榮
一
議
員
）

政
府
は
、
集
団
的
自
衛
権
の

行
使
を
容
認
す
る
内
容
を
含

ん
だ
安
全
保
障
関
連
法
案
を

提
出
し
た
が
、
国
民
が
納
得

で
き
る
十
分
な
審
議
が
行
わ

れ
な
い
ま
ま
、
衆
議
院
特
別

委
員
会
及
び
衆
議
院
本
会
議

で
採
決
さ
れ
た
。

現
在
、
参
議
院
で
審
議
中
で

あ
る
が
、
現
段
階
に
お
い
て
も

法
案
の
不
明
瞭
な
点
が
多
く
、

政
府
の
説
明
も
二
転
三
転
し
、

国
民
へ
の
説
明
責
任
も
十
分

な
さ
れ
た
と
は
言
え
な
い
状

況
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
下
に
お
い

て
、
本
法
案
に
対
し
て
反
対

や
疑
問
の
声
が
全
国
で
高
ま
っ

て
お
り
、
国
民
に
対
す
る
説

明
責
任
が
十
分
に
果
た
さ
れ

て
い
る
と
は
言
え
ず
、
慎
重
に

時
間
を
か
け
た
審
議
が
必
要

で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

政
府
に
は
、
国
民
の
疑
問
や

不
安
を
真
摯
に
受
け
と
め
、
こ

の
法
案
を
継
続
審
議
と
す
る

よ
う
要
請
す
る
。

平
成
27
年
９
月
16
日
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安
全
保
障
関
連
法
案
の
継
続
審
議
を
求
め
る
陳
情

陳　

情　

者

玉
村
町
大
字
上
福
島
１
０
１
１
の
１

　
中
沢

　
經
吉

内
容

現
在
、
参
議
院
で
審
議
中
で
あ
る
安
全
保
障
関
連
法
案
は
憲
法
に
違
反
ま

た
は
そ
の
疑
い
が
あ
り
、
国
民
の
多
数
が
反
対
ま
た
は
疑
義
を
持
つ
法
案
で
あ
る
。

よ
っ
て
、
参
議
院
で
の
審
議
は
慎
重
審
議
の
上
、
継
続
審
議
と
す
る
こ
と
を
求
め

る
意
見
書
を
国
の
関
係
機
関
に
提
出
す
る
よ
う
玉
村
町
議
会
に
求
め
る
も
の
で
す
。

総
務
常
任
委
員
会

　

採
択
（
賛
成
全
員
）

採
択
の
理
由

安
全
保
障
関
連
法
案
に
つ
い
て
は
、﹁
反
対
や
疑
問
の
声
が
全
国

で
高
ま
っ
て
お
り
、
政
府
の
国
民
に
対
す
る
説
明
が
十
分
に
果
た
さ
れ
て
い
る
と

は
言
え
ず
、
慎
重
に
時
間
を
か
け
た
審
議
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
政
権
与
党
の

横
暴
な
や
り
方
に
対
し
自
重
を
求
め
る
﹂
と
の
意
見
が
多
く
を
占
め
ま
し
た
。

本
会
議 

　
採
択
（
賛
成
多
数
）

本
会
議 

　
原
案
可
決
（
賛
成
多
数
）

国
へ
意
見
書
を
提
出

〈賛否が分かれた議案の内訳〉　賛成：○　反対：× 　　　　（議長は賛否が同数の時に表決に加わります）
　（審議した議案等の一覧と審議結果はホームページに掲載しています）

議　案　名
結
　
果

渡 辺
俊 彦

石 内
國 雄

笠 原
則 孝

斉 藤
嘉 和

備前島
久仁子

筑 井
あけみ

島 田
榮 一

町 田
宗 宏

三 友
美惠子

髙 橋
茂 樹

浅 見
武 志

石 川
眞 男

宇津木
治 宣

川 端
宏 和

柳 沢
浩 一

安全保障関
連法案の継
続審議を求
める陳情

陳情
審査 採択 × × ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × ○ ○ × 議長

意見書
提 出

原案
可決 × × ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × ○ ○ × 議長

　

東
毛
広
域
幹
線
道
路
開
通
に

伴
う
沿
線
住
宅
へ
の
振
動
、

騒
音
、
生
活
環
境
対
策
に
つ

い
て
の
陳
情

陳　

情　

者

玉
村
町
大
字
下
之
宮
３
２
７
の
15

諏
訪

　
正
人

内
容

東
毛
広
域
幹
線
道
路
の
開
通
に
伴
い
、

南
玉
・
下
之
宮
地
区
の
北
側
に
つ
い
て
は
、
道

路
と
民
家
が
近
く
、
振
動
や
騒
音
に
よ
り
著
し

く
生
活
環
境
が
低
下
し
て
い
る
。

　

住
民
の
意
見
や
要
望
が
全
く
反
映
さ
れ
な
い

ま
ま
４
車
線
化
の
工
事
が
進
行
し
て
お
り
、
誠

意
あ
る
回
答
と
早
急
な
住
民
説
明
会
の
開
催
を

玉
村
町
議
会
に
求
め
る
も
の
で
す
。

総
務
常
任
委
員
会

　

趣
旨
採
択
（
賛
成
全
員
）

趣
旨
採
択
の
理
由

本
工
事
は
県
の
事
業
で

あ
り
、
現
在
暫
定
２
車
線
の
開
通
で
騒
音
も
基

準
値
内
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
町
議
会
と
し
て
も
本
陳

情
が
住
民
の
生
活
環
境
に
つ
い
て
の
問
題
で
あ

り
、
趣
旨
は
十
分
理
解
で
き
る
こ
と
か
ら
、
今

後
の
４
車
線
化
工
事
の
状
況
を
注
視
し
て
い
く

と
の
意
見
が
多
く
を
占
め
ま
し
た
。

本
会
議 

　
趣
旨
採
択
（
賛
成
全
員
）

反対
です

　
こ
の
安
全
保
障
関
連
法
案
は
、
わ
が
国
の
国
際
社
会
に
お
け
る

姿
勢
と
行
動
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
わ
が
国
へ
の
侵
略
を

未
然
に
防
止
す
る
可
能
性
を
大
き
く
す
る
も
の
で
あ
り
、
最
近
の

国
際
情
勢
の
変
化
を
見
る
と
、
一
刻
も
早
く
成
立
さ
せ
る
べ
き
で
あ
る
。
継

続
審
議
と
言
っ
て
い
ら
れ
な
い
情
勢
で
あ
り
、
本
陳
情
に
は
反
対
で
あ
る
。

　（
町
田
宗
宏
議
員
）

安
全
保
障
関
連
法
案

の
継
続
審
議
を
求
め

る
意
見
書
（
要
旨
）

陳　　情




